
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みさきっ子 
糸満市立喜屋武小学校  

校長だより １５号 

校長 金城奈津子 

令和６年６月２１日（金） 

 
学校教育目標   

基本目標：創造性豊かで、未来を拓く子 

具体目標：〇自ら学び、考える子  〇心豊かで思いやりのある子  〇粘り強くたくましい子 

＊当たよりの記事について、無断転機・無断転用は個人情報の観点からご遠慮ください＊ 

平和学習月間〔6/4（月）～6/28（金）〕の取り組み part２ 

 講師に喜屋武出身で写真家の＊＊＊＊さんをお招きして実施しました。＊＊さんから沖縄戦の経緯や状況

を聞き、実際に今でも残る喜屋武地域の戦争の傷痕めぐりを行いました。 

平和学習会（３～６年生） 6/12（水）３・４校時 

平和学習会（３年生） 6/1３（木）５校時 

 毎朝の見守りでお世話になっている＊＊さんを講師にお招きし、学校近くの壕を見学して、そこでの生活の

お話を聞きました。公民館では自身が体験された沖縄戦中の喜屋武地域の様子をお話してくれました。＊＊さ

んからは「命どぅ宝」、「小学校の勉強は大事、今できることを頑張ってほしい」とメッセージをいただきまし

た。 

戦争を体験している人は、苦しかっただろ

うし、いやだったんだろうなと思いまし

た。     （６年＊＊＊＊さん） 

戦争がどれほど苦痛で最悪だったか

を知り、これからも戦争がだめな理

由などを子そんや幼い子に教えてい

きたいです  （６年＊＊＊＊さん） 

戦争が終わっても、ひんぷんにたま

のあとがあることや。家族全員がな

くなった家がある。 

（６年＊＊＊＊さん） 

戦争のせいで家族みんな、なくなってしまうのがこわいなと思いました。 

（６年＊＊＊＊さん） 

石垣に穴が開いているのは弾のあとだっ

たということは知りませんでした。いつも

通るような所でも家族が住んでいたこと、

や弾のあとなど全く知りませんでした。 

（６＊＊＊さん） 戦争の事がどれだけ苦しいか、さらに理解できました。（６年＊＊＊＊さん） 

お礼のあいさつ ６年：＊＊＊：さん 

戦争の傷痕めぐり 

当時の写真を見ながら、お話を聴きます。 


